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女が発表した児童分析の技法についての最初の論文『児童分析の技法について On the Technique of 
Child-Analysis』（1921）の基本的な考えと技法について整理を行う。次に、それをA. フロイト
（Freud, A., 1927, 1928）およびM. クライン（Klein, 1927, 1932, 1955）が主張する児童分析の理論と
技法との比較から、そして現在の日本の子どもの心理療法の視点から検討を加える。なお、彼女の
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療を同時に行うことの意義を明確にしている。また、A. フロイトは教育によって形成する必要の
ある超自我を「社会の倫理的、審美的代表者である超自我」（Freud, A., 1927 邦訳 p.52）と述べ、
さらに性格分析についても言及し、子どもは大人と比べて以前と違った性格を作り上げることが可






































 彼女は「精神分析の原則に基づいた正式の精神分析は 7 、 8 歳より後にのみ可能」と述べてい












る点はA. フロイト（例えば、Freud, A., 1928 邦訳 p.155）と共通する。 
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重要であるとしている（以上、p.290）。以上の 2 つの義務に関しては、A. フロイトも同様に「子










      
最初の児童分析家ヘルミーネ・フーク－ヘルムートの児童分析の技法 











& Rappen, 1991, p.37から引用）、思春期以降のクライエントに対しては、可能な場合には、寝椅子
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最初の児童分析家ヘルミーネ・フーク－ヘルムートの児童分析の技法 






親の対象表象になると指摘している（p.296, 300, 301）。また、A. フロイトのように、子どもの転
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（MacLean & Rappen, 1991, p.31）。これに対し、A. フロイトは診察室を使用していたことが、父親















トの主張する週 5 ､ 6 回の妥協案として、「継続することが特に難しい幼いクライエント」ではな
いことと「分析が長く行えるなら」という条件付きで「週に 3 、 4 回だと望ましい結果になる」
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ると彼女は考えた。まず、子どもと治療者の間に信頼関係を構築することの重要性を痛感していた
と思われ、信頼関係に繰り返し言及している。そのため、治療の最初の時間を幼い子どもとのラ








































挙げている（第 5 の前者まではp.302-304、第 5 の後者はp.300から引用）。この記述は詳細で、広範
囲にわたっており、現代の日本の心理臨床にも有益な示唆を多く含んでいる。 















 第 3 に、精神分析は「子育ての過ちの全てを明らかにする」ので、「ほとんどの親に不信と不安
を引き起こす」ことを挙げている。 




現代福祉研究 第14号（2014. 3） 
 - 88 -






























を向けた。      
最初の児童分析家ヘルミーネ・フーク－ヘルムートの児童分析の技法 
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３．考察 
 



























フロイトと結びつけ、共に批判したのである（MacLean & Rappen,1991）。A. フロイトとM. クラ
インは1920年のハーグでの学会に招かれて、彼女の児童分析の発表を聴き、彼女が児童分析の先
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駆者であることとその児童分析の内容を知っていた。彼女のM. クラインへの影響ははっきりしな
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 フーク－ヘルムートはA. フロイトとM. クラインよりも早く精神分析を子どもに適用した実践
家であった。そして、彼女の児童分析はさまざまな試みと思考の宝庫であり、A. フロイトとM. 
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